
　
【表紙】 　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成24年８月14日

【四半期会計期間】 第73期第１四半期(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

【会社名】 京極運輸商事株式会社

【英訳名】 Kyogoku unyu shoji Co., Ltd

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　山　谷　　純

【本店の所在の場所】 東京都中央区日本橋浜町一丁目２番１号

【電話番号】 東京03(5825)7131

【事務連絡者氏名】 常務取締役　　　　湊　　英　夫

【最寄りの連絡場所】 東京都中央区日本橋浜町一丁目２番１号

【電話番号】 東京03(5825)7131

【事務連絡者氏名】 常務取締役　　　　湊　　英　夫

【縦覧に供する場所】 株式会社大阪証券取引所

　 (大阪市中央区北浜一丁目８番16号)

EDINET提出書類

京極運輸商事株式会社(E04197)

四半期報告書

 1/18



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第72期
第１四半期
連結累計期間

第73期
第１四半期
連結累計期間

第72期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 2,210,193 2,144,910 9,338,347

経常利益 (千円) 7,230 39,581 173,082

四半期(当期)純利益又は
四半期純損失(△)

(千円) △11,711 13,512 46,309

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 133,191 110,638 209,113

純資産額 (千円) 2,606,752 2,622,576 2,682,674

総資産額 (千円) 6,434,120 6,527,987 6,717,728

１株当たり四半期(当期)純利益
金額又は四半期純損失金額(△)

(円) △3.67 4.23 14.51

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 40.4 40.0 39.8

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額について、第72期及び第73期第1四半期連結累計期間は潜

在株式が存在しないため、また、第72期第１四半期連結累計期間は１株当たり四半期純損失であり、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

　
　業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興需要などが伝えられる一

方、欧州政府債務危機を巡る不確実性の高まりによる金融資本市場の変動や海外景気の下振れによる景

気の下押し及び超円高の長期化、電力供給問題など、依然として先行きが不透明な状況で推移しておりま

す。

物流業界におきましては、震災による影響は回復傾向にあるものの、超円高による輸出貨物取扱量の減

少に加えて、国内消費の需要減により、国内貨物の輸送量は、依然として低迷状況が続いております。

こうした環境のなか、当社グループは営業力強化による売上拡大とコスト削減に取組みましたが、タン

ク洗滌・修理事業における前第１四半期連結累計期間より発生した震災復興需要が終了した事などによ

り、売上高は2,145百万円と前年同四半期と比べ65百万円(3.0％)の減収となりました。

次に損益面につきましては、タンク洗滌・修理事業における減益もありましたが、原油価格の高騰も落

ち着きを見せている事などにより、営業利益は３百万円(前年同四半期営業損失６百万円)となりました。

なお、震災で被災した機械装置等の買換えによる補助金収入等により経常利益は40百万円(前年同四半期

経常利益７百万円)となり、四半期純利益は14百万円(前年同四半期純損失12百万円)となりました。

なお、セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①　石油・ドラム缶等販売事業

ドラム缶等販売においては、石油業界への再生缶の販売数量は増加したもののその他の販売数量は

減少いたしました。また石油販売においては、販売数量の増加により増収となったものの、仕入費も増

加いたしました。結果として、売上高は863百万円と前年同四半期と比べ18百万円(2.2％)の増収となり

ましたが、セグメント利益(営業利益)は12百万円と前年同四半期と比べ２百万円(13.7％)の減益とな

りました。
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②　貨物自動車運送事業

化学品輸送における主要取引先の輸送数量減少により減収となったものの、前第１四半期連結累計

期間の軽油価格の高騰に比べると落ち着きを見せている事などにより、結果として、売上高は828百万

円と前年同四半期と比べ12百万円(1.4％)の減収となりましたが、セグメント利益(営業利益)は52百万

円と前年同四半期と比べ21百万円(67.7％)の増益となりました。

③　港湾運送及び通関事業

長期に亘る欧州債務危機による超円高や海外景気の下振れによる輸出取扱量の減少により売上、利

益水準とも低迷し、結果として、売上高は146百万円と前年同四半期と比べ４百万円(2.9％)の増収とな

り、セグメント利益(営業利益)は２百万円と前年同四半期とほぼ同額となりました。

④　倉庫事業

取引先毎の荷動きにばらつきはあるものの、主要取引先は好調に推移し、結果として、売上高は125百

万円と前年同四半期と比べ５百万円(4.5％)の増収となり、セグメント利益(営業利益)は23百万円と前

年同四半期と比べ９百万円(63.1％)の増益となりました。

⑤　タンク洗滌・修理事業

前第１四半期連結累計期間より発生した震災復興需要が終了した事及び当第１四半期連結累計期間

中に終了した工事件数が少なかった事等による売上高の減少、また、通常工事へ移行した事による利益

率の低下及び設備投資による原価の増加等により、結果として、売上高は183百万円と前年同四半期と

比べ82百万円(30.9％)の減収となり、セグメント損失(営業損失)は８百万円と前年同四半期と比べ18

百万円の減益となりました。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,200,000 3,200,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株でありま
す。

計 3,200,000 3,200,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年６月30日 ― 3,200,000 ― 160,000 ― 1,072

　

(6) 【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
―

権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式普通株式　　　3,600

(相互保有株式)
─ 同上

普通株式　　 10,000

完全議決権株式(その他)
(注)１

普通株式　3,183,400 31,834 同上

単元未満株式　(注)２ 普通株式　　　3,000 ― 同上

発行済株式総数 3,200,000 ― ―

総株主の議決権 ― 31,834 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が300株(議決権３個)含まれて

おります。

２　「単元未満株式」欄には、当社保有の自己株式81株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
京極運輸商事株式会社

中央区日本橋浜町１－２
－１

3,600 ― 3,600 0.11

(相互保有株式)
株式会社弥生京極社

横浜市鶴見区小野町45 10,000 ― 10,000 0.31

計 ― 13,600 ― 13,600 0.42

　

２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,222,750 1,226,331

受取手形及び売掛金 ※1
 1,562,670

※1
 1,425,224

リース投資資産 17,689 17,689

商品 16,642 17,042

原材料及び貯蔵品 13,101 13,976

半成工事 32,152 71,226

繰延税金資産 55,556 55,583

その他 99,907 102,257

貸倒引当金 △5,347 △4,726

流動資産合計 3,015,120 2,924,602

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,969,287 2,970,225

減価償却累計額 △2,220,676 △2,234,870

建物及び構築物（純額） 748,611 735,355

機械及び装置 359,768 359,767

減価償却累計額 △245,552 △249,661

機械及び装置（純額） 114,216 110,106

車両運搬具 2,169,187 2,185,567

減価償却累計額 △1,969,974 △1,973,908

車両運搬具（純額） 199,213 211,659

土地 1,254,441 1,254,441

リース資産 414,077 422,548

減価償却累計額 △135,432 △153,830

リース資産（純額） 278,645 268,718

その他 188,284 189,053

減価償却累計額 △159,431 △159,357

その他（純額） 28,853 29,696

有形固定資産合計 2,623,979 2,609,975

無形固定資産 8,871 8,735

投資その他の資産

投資有価証券 851,031 761,967

リース投資資産 58,374 53,952

その他 169,065 177,468

貸倒引当金 △8,712 △8,712

投資その他の資産合計 1,069,758 984,675

固定資産合計 3,702,608 3,603,385

資産合計 6,717,728 6,527,987
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※1
 1,074,019

※1
 919,306

短期借入金 866,000 938,000

リース債務 93,438 95,427

未払費用 198,847 289,073

未払法人税等 76,138 17,199

賞与引当金 97,239 48,939

その他 234,733 226,515

流動負債合計 2,640,414 2,534,459

固定負債

長期借入金 355,000 343,000

リース債務 281,938 265,129

繰延税金負債 8,533 －

退職給付引当金 601,459 619,887

役員退職慰労引当金 48,317 43,944

資産除去債務 65,007 65,135

その他 34,386 33,857

固定負債合計 1,394,640 1,370,952

負債合計 4,035,054 3,905,411

純資産の部

株主資本

資本金 160,000 160,000

資本剰余金 4,995 4,995

利益剰余金 2,347,693 2,351,615

自己株式 △2,698 △2,698

株主資本合計 2,509,990 2,513,912

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 160,946 97,143

その他の包括利益累計額合計 160,946 97,143

少数株主持分 11,738 11,521

純資産合計 2,682,674 2,622,576

負債純資産合計 6,717,728 6,527,987
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(2)【四半期連結損益及び包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 2,210,193 2,144,910

売上原価 2,099,224 2,019,564

売上総利益 110,969 125,346

販売費及び一般管理費

販売費 5,576 5,572

一般管理費 111,642 117,263

販売費及び一般管理費合計 117,218 122,835

営業利益又は営業損失（△） △6,249 2,511

営業外収益

受取利息 38 9

受取配当金 14,266 11,715

営業車両売却益 1,352 2,225

補助金収入 3,399 25,540

軽油引取税交付金 1,632 1,635

その他 2,503 2,199

営業外収益合計 23,190 43,323

営業外費用

支払利息 5,075 5,693

持分法による投資損失 4,104 505

その他 532 55

営業外費用合計 9,711 6,253

経常利益 7,230 39,581

特別損失

固定資産除却損 55 100

災害による損失 4,930 －

特別損失合計 4,985 100

税金等調整前四半期純利益 2,245 39,481

法人税等 13,873 25,986

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△11,628 13,495

少数株主利益又は少数株主損失（△） 83 △17

四半期純利益又は四半期純損失（△） △11,711 13,512

少数株主利益又は少数株主損失（△） 83 △17

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△11,628 13,495

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 136,059 98,666

持分法適用会社に対する持分相当額 8,760 △1,523

その他の包括利益合計 144,819 97,143

四半期包括利益 133,191 110,638

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 133,065 110,743

少数株主に係る四半期包括利益 126 △105
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

税金費用の計算 　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法を採用しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠

く結果になる場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。

なお、当第1四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　
　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形 72,837千円 31,042千円

支払手形 33,424千円 35,187千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

減価償却費 46,922千円 55,080千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 9,589 3 平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 9,589 3 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　 報告セグメント

合計
　

石油・ドラ
ム缶等販売
事業

貨物自動車
運送事業

港湾運送及
び通関事業

倉庫事業
タンク洗滌
・修理
事業

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 844,350839,936142,052119,633264,2222,210,193

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

91,186 24,887 ― 238 363 116,674

計 935,536864,823142,052119,871264,5852,326,867

セグメント利益 13,504 31,107 1,282 14,147 9,615 69,655

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額

及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 69,655

セグメント間取引消去 34

全社費用(注) △75,938

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △6,249

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　 報告セグメント

合計
　

石油・ドラ
ム缶等販売
事業

貨物自動車
運送事業

港湾運送及
び通関事業

倉庫事業
タンク洗滌
・修理
事業

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 862,638828,411146,139125,067182,6552,144,910

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

85,999 1,434 ― 81 317 87,831

計 948,637829,845146,139125,148182,9722,232,741

セグメント利益又は損失(△) 11,660 52,180 1,612 23,079△8,326 80,205

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額

及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 80,205

セグメント間取引消去 △14

全社費用(注) △77,680

四半期連結損益計算書の営業利益 2,511

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は
四半期純損失金額(△)

△３円67銭 ４円23銭

　(算定上の基礎) 　 　

　四半期純利益金額又は
  四半期純損失金額(△)(千円)

△11,711 13,512

  普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

　普通株式に係る四半期純利益金額又は
  四半期純損失金額(△)(千円)

△11,711 13,512

　普通株式の期中平均株式数(株) 3,191,756 3,191,719

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について、当第1四半期連結累計期間は潜在株式が存在しないため、

また、前第1四半期連結累計期間は１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しないため記載して おりま

せん。
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２ 【その他】

該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月７日

京極運輸商事株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    茂　　木　　浩　　之    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    中　　原　　　　　健    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている京極
運輸商事株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24
年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益
計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、京極運輸商事株式会社及び連結子会社の平成
24年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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